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が不明瞭であるのに対し、イワシクジラの繁殖期は明瞭であり、主に 12 月から 2 月の約 3 ヶ月間に繁
殖を行うことが明らかとなった。また、両種の資源状態は現在回復途上と考えられているが、イワシ
クジラはニタリクジラよりも性成熟年齢が若く、高い妊娠率を示し、より高い再生産力を有すると考
えられた。 
本研究により、ニタリクジラとイワシクジラは高水温かつ低栄養の中低緯度海域と、低水温かつ高
栄養の高緯度海域を摂餌海域として選択した結果、それぞれの生態に応じた形態に分化すると共に、
それぞれの回遊生態に応じた繁殖様式を有するに至ったことが示された。今後それぞれの資源を有効
利用するためには、両種の生態を考慮した適切な管理が必要と考えられる。 
